
　妊婦初期に風しんにかかると、胎児が風しんウィル
スに感染し「先天性風しん症候群」（白内障・先天性疾
患・難聴等の障害）を持って生まれる可能性があります。
　市では「先天性風しん症候群」を予防するために、
予防接種（風しん単独または麻しん風しん混合ワクチ
ン）・抗体検査費用を全額助成します。
対 象者…市に住民登録があり、次のいずれかに該当す

る方
▷妊娠を希望する方
▷妊娠を希望する方の同居者
▷ 風しんの抗体価が低い妊婦の同居者
＊ 過去に市の助成を受けて抗体検査をした方および風

しん第５期予防接種の対象の方（＊１）は対象外とな
ります。

＊ 妊娠中または妊娠している可能性のある方は接種を
受けることはできません。

＊接種後２カ月間は避妊をする必要があります。
接種回数…１回
助成期間…令和２年３月31日㈫まで

　がん検診は、対象年齢の全市民が受診できます。実
施しているがん検診は、国が死亡率の改善に科学的根
拠があり、有効とされる５大がん検診（胃がん・大腸
がん・肺がん・子宮がん・乳がん）を、推奨される方
法で実施しています。がん検診は「健康な時」に受診
することで早期発見につながります。仕事や家庭で多
忙な働き盛りの方は、ぜひ、がん検診を受診しましょ
う。数時間のがん検診を受けて、１年間安心して生活
しましょう。がんから命を守るのは、あなた自身です。

受診方法
▷�集団検診…①市民健診申込書で健康推進課に受診申

込みをします。②市から健診のお知らせ用紙と受診
票が届きます。③お知らせ用紙と受診票（必要事項
記入）等を持参し、指定された会場で受診します。
▷�個別検診…①市民健診申込書で健康推進課に受診申

込みをします。②子宮頸がん・乳がん検診は、ハガ
キの受診券、胃がん・大腸がん検診は封書の受診券
が届きます。③受診券が届いたら希望する医療機関
に自分で予約をして、受診します。

2019年度の市民健診が６月から始まります。
がん検診は、集団検診か個別検診のどちらか一方を選んで受診できます。

＊がん検診受診に関する詳細は毎戸配布している「市民健診べんり帳」をご覧ください。

受診手順
① 希望者は、申込先に電話または来庁で申込みする。
② 後日、市から、風しん抗体検査受診票・予防接種予

診票・実施医療機関名簿など、必要書類を郵送。
③ ②が届いたら、実施医療機関へ抗体検査の予約をし、

風しん抗体検査受診票・予防接種予診票・保険証・
診察券等を持参し、医療機関で検査する（＊２）。

＊ 実施医療機関名簿に記載された医療機関以外で検査
および接種した場合は、助成対象外となります。

④ 検査の結果、抗体価が低い方のみ予防接種（抗体価
基準値　ＨＩ法：16倍　ＥＩＡ法：ＥＩＡ価7.9ま
たは29IU/ml）。

（＊ 1） 風しんの第５期予防接種の対象の方（昭和37年
４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性）は、
６月末頃に個別送付されるクーポン券を使用し抗
体検査を受けてください。詳しくは、お問い合わ
せください。

（＊ 2）　風しんの抗体価が低いことがわかる書類を市
へ提出いただくと、抗体検査不要で、予防接種を
受けることができます。

集団検診（地区の公共施設で実施） 個別検診（実施医療機関へ受診）

がん検診
項目と料金

①胃がん検診 1,500円 　
＊バリウム検査のみ
②大腸がん検診　 600円 　
③乳がん検診　　　　 1,500円 　
④子宮頸がん検診　　 1,500円 　
⑤肺がん検診　　 500円 　

　　　　　　　バリウム検査 1,500円 　①胃がん検診　　　　　　　内視鏡 2,500円 　
＊バリウム検査か内視鏡を選んで受診
②大腸がん検診 600円 　
③乳がん検診 1,500円 　
④子宮頸がん検診 1,500円 　

対象年齢
①②⑤は40歳以上男女
③40歳以上の女性（前年度未受診者）
④20歳以上の女性(前年度未受診者）

①バリウム検査は40歳以上男女
＊内視鏡は50歳以上男女（前年度内視鏡未受診者）
②③④は集団検診と同様です。

おすすめ
ポイント

＊１カ所で、全部のがん検診が実施可能。
＊日程変更は何度でも可能。
＊土・日実施の休日検診が可能です。

＊自分の都合で受診日と病院を選んで受診可能。
＊６月１日～令和２年３月31日まで受診可能。

風しん予防接種・抗体検査費用　全額を助成します

がん検診を受けましょう

申込先 健康推進課 内線2375

健康推進課 内線2379

＊自覚症状のある方は、検診ではなく医療機関を受診してください。
＊がん治療中（経過観察）中の方は、治療（経過観察）中のがん検診を受診することができません。ご注意
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